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『実るほど頭を垂れる稲穂かな』 

所長 下鳥 善男 

猛暑の夏も過ぎ、気がつけば枯葉が舞い散る季節になってきました。この寒暖の差の激しさは、自分が幼か

った４０年前では想像がつかなかったものです。時代が変われば人も変わる世の中だって変わると言いますが、

今号でタイトルにつけました『実るほど頭を垂れる稲穂かな』は昨年の同時期の中心児報と同タイトルです。

「また同じだ」と思われる方もいると思いますが、世の中の出来事や様子を見ていると、今年もこの表題の通

りの年ではと思い書かせていただきました。 

 先日、中心子どもの家では、一般財団法人日本規格協会によるＩＳＯ ９００１:2015 に基づく第１回定期維

持審査が行われました。難しい説明はここでは省きますが、入所児童のために職員がどのような仕事をしてい

るか、それは見直しや改善が行われているかなどが審査の対象になります。改善活動を繰り返し、より質の高

い支援ができるように業務を見直す、手順を見直すことが重要なことです。今回の審査で、私たちが日々の改

善活動の中では気づかなかった視点を、審査員の方からご助言いただけたことが大きな実りだと感じました。

こうした知識が「施設の実り」として活かされるように、慢心せず取り組んでいきたいと思います。 

子どもの姿を見ていても、実りの秋となりました。春、夏を乗り越えた子どもたちは、どんどん成長の跡が

見られます。ある子は、受験に備え毎日がんばって勉強に励んでいます。今は目指す進路がほぼ決定して、毎

日、不安と焦りと戦いながら最後の追い込みをしています。職員も子どもたちの不安の相談や、学校見学とな

ど日々の対応に追われて慌しい生活を送っています。忙しさや焦りは感情を揺さぶり苛立ちに繋がることがあ

ります。そうした時、一呼吸して『実るほど頭を垂れる稲穂かな』を思い出し（本当の意味合いは微妙に違い

ますが）謙虚な対応を心がけたいと思います。 

 自分がどれだけ成長したか、学んだかということにはなかなか気づかないものです。成長することも自分自

身の努力だけでなく、多くの方の支えがあっての実りです。これから冬を迎えますが、秋までの実りがこの冬

の厳しさを乗り越えられる糧となっていることを信じて、職員、子どもたち一丸となって日々を過ごしていき

たいと思います。中心児報をご覧頂いている皆様におかれましては、今後もご指導ご鞭撻のほどをお願いする

とともに、良い年をお迎えください。 
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１０月といえばハロウィン！中心子

どもの家でもハロウィンを楽しみまし

た。 

 未就園児童が参加している日中保育

では、手作りの衣装を身にまとい、「お

かしをくれないといたずらしちゃう

ぞ」と事務所や給食室に顔を出しまし

た。「おかしをあげるからいたずらはし

ないでくださーい」と言う職員からお

菓子をもらい、嬉しそうな笑顔を見せ

ていました。 

   食べ過ぎには注意することと話

を受け、「はーい」と良い返事をす

る日中保育さんでした。 

 

  

  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１４日（日）に秋祭りを開催いたしました。早朝の準備

では雨が降っていましたが、その後の天気は回復し、園庭を使用

して実施することができました。 

 雨で地面がぬかるみ、お足元の悪い中でしたが、１１４名の方

にお越しいただきました。ステージパフォーマンスでは、ご来場

の皆様方がアットホームな雰囲気で盛り上げてくださいました。

地域の方や関係機関の方、ボランティアの方の手厚いご支援のお

かげで今年も無事に終えることができました。 

 毎年恒例の中心バザーは、バザー品を提供してくださった多く

の皆様のおかげで、総額３９，０４０円の売り上げがありました。

ご協力ありがとうございました。バザーの売り上げは、全て子ど

も達の高校等の就学資金（「情熱のピラミッド基金」）として活用

させていただきます。 

  

 秋祭りは、子ども達も職員と共に準備や店番に参加しています。クッキー作り

や装飾準備など、模擬店の準備を手伝うだけではなく、力のある中高生の男の子

達は会場準備を手伝ってくれました。前日には落ち葉掃きを進んで行い、当日に

は朝早くからテント張りに協力してくれ、秋祭りを支える子どもたちの頼もしい

姿がみられました。 

 

※写真提供：川太泰夫様 秋祭りの写真は川太泰夫様に撮影いただきました。 

            ありがとうございます。 

小学生部会の目標 

「良いチームワークを作る・仲間意識を高める・相手を思い

やる声掛け」 

 

「○○の秋」と聞いて、みなさんは何を思い浮かべますか。 

食欲の秋、芸術の秋・・・読書の秋もありますね。 

 この秋、小学生部会女子の集まりの中で、子ども達から「委

員会活動をしたい」という意見がありました。そこで、子ど

も達と一緒にどのような活動ができるか話し合い、生き物委

員会、図書委員会、美化委員会として活動をしてみることに

なりました。話がまとまると、図書委員会は「本棚の整理を

したい！」と意気込み、早速、ホールにあるみんなの本棚の

整理を始めました。 

本を並べるだけでなく本棚の掃除もしてくれ、 

充実した活動となりました。（小学生部会） 

※ＨＯＭＥとは、「力の支配によらない、安全で安心な生活が送れること」、「子

ども一人ひとりが自分自身を大切に思えると共に、相手のことも大切にでき

ること」を目指す取り組みです。 
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相模原補給廠在留の米軍さんのハロウィ

ンパーティーでは、今年も仮装をして参加し

ました。「トリックオアトリート」とお菓子

めぐりをするだけでなく、フェイスペイント

をしてもらったり、一緒に工作をしたりして

楽しい時間を過ごしました。 

 また、ヘリコプターを見させていただき、

たくさんのボタンがついている操縦席に目

を輝かせたり、間近で見るヘリコプターの大

きさに驚いたりする子ども達でした。 

  

 

  

 

１１月９日（金）フィリップモリスさんの社員の方８名が、中心子どもの家へ来園してくださいました。

庭の手入れや建物内の清掃等、毎年ご協力を頂いております。 

今年は庭の手入れをしてくださっていたのですが、途中から雨あしが強くなり、やむを得ず作業を中断し

なければならない事態となりました。その為、急遽フィリップモリスさんには、「雨で外遊びができない幼児

さんに折り紙教室ならびにオセロ教室をおこなってほしい」とお願いすることに・・・。フィリップモリス

さんは快く引き受けてくださり、突然のお願いごとにも関わらず、用意した材料を使用して様々な遊びを提

供してくださいました。 

フィリップモリスの社員の方とお別れする際、子どもたちは車が見えなくなる 

まで手を振って見送っていました。充実した時間を過ごすことができ、子ども 

たちも満面の笑みを浮かべていました。 

お菓子等のご寄付だけでなく、清掃活動ならびに子ども達との遊ぶ時間を作って 

頂き、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 夏休みには毎年恒例の新潟キャンプがあり、子ど

も達は、キャンプファイヤーや花火、川遊びなどの

楽しい夏の思い出を持ち帰ってきました。 

 大自然の中での虫取りも、その思い出の一つで

す。今回、新潟キャンプでお世話になった安部さん、

山本さんから、採集した昆虫を使い、標本を作って

みてはどうかとの提案を受け、１０月２７日に「昆

虫標本作り」を開きました。 

 作成する標本の見本を見て「こわい」「かわいそ

う」などの発言も見られましたが、いざ始まると、

作り方の説明を熱心に聞き、集中して作業に取り組

む子ども達の姿がありました。 

 丁寧に教えてくださり、立派な標本ができあがり

ました。子ども達もとても 

嬉しそうな表情を見せて 

いました。 

 

 

 

 

安部さん、山本さん、ありがとうございました。 

標本作りに挑戦！ 
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中心子どもの家・田名地区社協共催 

 

 

中心子どもの家では、月１～２回程度、未就園児と保護者の方を対象に、親子サロン「おもちゃばこ」

を開催しています。予約は不要です（クリスマス会のみ申し込みが必要となります）。当日施設にお越し

ください。昨年度に引き続き、今年度も新しいプログラムをご用意しています。お気軽にご参加ください。 

  

 ＜３０年度 １２～３月予定表＞ 

月 日 曜日 内  容 

１２  ６ 木 リズム 

１９ 水 クリスマス会 

１ １０ 木 「おはなしワニーズ」（布おもちゃ） 

※①おもちゃの病院 

２ ７ 木 リズム 

 ２７ 水 「グーチョキパー」（人形劇） 

※②保健師さんが来ます 

３ ７ 木 リズム 

※①おもちゃの病院 

時間：１０時半～１１時半（和室・ホール開放は１４時まで） 

★★ クリスマス会のお知らせ ★★      

日時：平成３０年１２月１９日（水） １０時３０分～ 

場所：中心子どもの家 ホール・和室 

内容：クリスマス製作、ふれあいゲーム、サンタクロースよりプレゼント  その他・・・お楽しみに！ 

※準備の都合により申し込み制となっています。サロンにお越しの際、お声掛け下さい。 

締め切り：１２月１４日（金） 

お電話（０４２－７６４－７０４６ 担当 内山）での申し込みも可能です。お待ちしております。 

 

   

新宿夏祭りの出し物 

 

 

 

※①おもちゃの病院とは 

・おもちゃドクターが無料で治療

（修理）をしてくれます。（部品代

等有料の場合があります。） 

・件数把握のため、事前にご連絡く

ださい。 

※②保健師さん・栄養士さん来園に

ついて 

・保健師さん、栄養士さんへご心配

ごとを相談できる日です。 

ご寄附お礼 

【平成３０年８月２９日～１１月２６日】  

吉村孝様、中村巧様、中村くるみ様、小泉博子様、重森美幸様、（株）チュチュアンナ様、小泉カネ様 

（株）ザ・シティ相模大野店様、一般社団法人 神奈川県養豚協会様、コストコ多摩境店様、山岸敏子様 

相模友の会様、チャンピオン田名様、関口まり子様、（有）広和様、コンパル橋本様、五十嵐俊恵様 

Ｅｓｔｅｆａｎｉａ Ｎａｖａ様、社会福祉法人 報徳会様、（有）中山商店様、風間政勝様、藤巻明様 

立正佼成会 相模原教会様、宮尾典子様、相模原西ロータリークラブ様、（株）三光工芸社様、田所修様 

フィリップ モリス ジャパン合同会社様、大河原京子様、六川泰子様、日広建設（株）様 

境田益知様・弘美様、匿名２名 

熱いご支援ありがとうございました。 

 


